
一
頁

労
働
契
約
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
八
月
十
日
法
律
第
五
十
六
号
）

第
一
条

労
働
契
約
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
・
第
十
八
条
」
に
、
「
第
十
八
条
・
第
十
九
条
」
を
「
第
十
九
条
・
第
二
十
条
」

に
改
め
る
。

第
十
七
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
契
約
期
間
中
の
解
雇
等
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
労
働
契
約
」
の
下
に
「
（
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
「
有
期
労
働
契
約
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
」
を

「
有
期
労
働
契
約
」
に
、
「
そ
の
労
働
契
約
」
を
「
そ
の
有
期
労
働
契
約
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
章
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
四
章
中
第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
有
期
労
働
契
約
の
更
新
等
）

第
十
八
条

有
期
労
働
契
約
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
に

労
働
者
が
当
該
有
期
労
働
契
約
の
更
新
の
申
込
み
を
し
た
場
合
又
は
当
該
契
約
期
間
の
満
了
後
遅
滞
な
く
有
期
労
働
契
約

参考４
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二
頁

の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
使
用
者
が
当
該
申
込
み
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を

欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
使
用
者
は
、
従
前
の
有
期
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働

条
件
と
同
一
の
労
働
条
件
で
当
該
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一

当
該
有
期
労
働
契
約
が
過
去
に
反
復
し
て
更
新
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
契
約
期
間
の
満
了
時
に

当
該
有
期
労
働
契
約
を
更
新
し
な
い
こ
と
に
よ
り
当
該
有
期
労
働
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
、
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
に
解
雇
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を

終
了
さ
せ
る
こ
と
と
社
会
通
念
上
同
視
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

当
該
労
働
者
に
お
い
て
当
該
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
の
満
了
時
に
当
該
有
期
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
る
も
の
と

期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
二
条

労
働
契
約
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
八
条
」
を
「
―
第
二
十
条
」
に
、
「
第
十
九
条
・
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
」
に

改
め
る
。

第
二
十
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。



三
頁

第
四
章
中
第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
）

第
二
十
条

有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
の
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
が
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
同
一
の
使
用
者
と
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
の
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働

条
件
と
相
違
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
労
働
条
件
の
相
違
は
、
労
働
者
の
業
務
の
内
容
及
び
当
該
業
務
に
伴
う
責
任

の
程
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
職
務
の
内
容
」
と
い
う
。
）
、
当
該
職
務
の
内
容
及
び
配
置
の
変
更
の
範
囲
そ
の
他

の
事
情
を
考
慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
有
期
労
働
契
約
の
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
へ
の
転
換
）

第
十
八
条

同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
二
以
上
の
有
期
労
働
契
約
（
契
約
期
間
の
始
期
の
到
来
前
の
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
契
約
期
間
を
通
算
し
た
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
通
算
契
約
期
間
」
と
い
う
。

）
が
五
年
を
超
え
る
労
働
者
が
、
当
該
使
用
者
に
対
し
、
現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る

日
ま
で
の
間
に
、
当
該
満
了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
労
務
が
提
供
さ
れ
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み



四
頁

を
し
た
と
き
は
、
使
用
者
は
当
該
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
込
み
に
係
る
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条
件
は
、
現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
労
働
条

件
（
契
約
期
間
を
除
く
。
）
と
同
一
の
労
働
条
件
（
当
該
労
働
条
件
（
契
約
期
間
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
別
段
の
定
め
が

あ
る
部
分
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２

当
該
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
一
の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
し
た
日
と
当
該
使
用
者
と
の
間
で
締
結

さ
れ
た
そ
の
次
の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
の
初
日
と
の
間
に
こ
れ
ら
の
契
約
期
間
の
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
期
間

（
こ
れ
ら
の
契
約
期
間
が
連
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
場
合
の
当

該
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
期
間
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
空
白
期
間
」
と
い
う
。
）
が
あ
り
、
当
該
空
白
期

間
が
六
月
（
当
該
空
白
期
間
の
直
前
に
満
了
し
た
一
の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
（
当
該
一
の
有
期
労
働
契
約
を
含
む

二
以
上
の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
の
間
に
空
白
期
間
が
な
い
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間

を
通
算
し
た
期
間
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
一
年
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
一
の
有
期
労
働
契

約
の
契
約
期
間
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
期
間
を
基
礎
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）
以
上
で
あ
る
と
き
は

、
当
該
空
白
期
間
前
に
満
了
し
た
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
は
、
通
算
契
約
期
間
に
算
入
し
な
い
。



五
頁

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
契
約
法
（
以
下
「
新
労
働
契
約
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
の
日
を
契
約
期
間
の
初
日
と
す
る
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
前
の
日
が
初
日
で
あ
る
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
契
約
期
間

は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
算
契
約
期
間
に
は
、
算
入
し
な
い
。

（
検
討
）

３

政
府
は
、
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
後
八
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
労
働
契
約
法
第
十

八
条
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。




